
『
第

回
ク
リ
ン
ソ
ウ
ま
つ
り
』
が
、
６
月

日
か

10

20

ら

日
ま
で
の
土
・
日
曜
日
、
上
里
町
民
の
森
自
然
公

28
園
（
愛
称
・
ノ
ン
ノ
の
森
）
と
ラ
ン
プ
の
宿
・
森
つ

べ
つ
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

ま
つ
り
期
間
中
は
、
森
林
セ
ラ
ピ
ー
体
験
や
森
林

ヨ
ガ
体
験
、
ツ
リ
ー
イ
ン
グ
な
ど
様
々
な
催
し
が
行

わ
れ
、
参
加
者
は
森
の
持
つ
癒
し
の
力
を
実
感
。
ク

リ
ン
ソ
ウ
が
群
生
す
る
散
策
路
周
辺
で
は
、
家
族
連

れ
や
観
光
客
が
可
憐
に
咲
い
た
花
を
眺
め
な
が
ら
、

ゆ
っ
た
り
と
し
た
ひ
と
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。

ゲ
ス
ト
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
や
、
津
別
の
音
楽
愛
好

サ
ー
ク
ル
な
ど
が
日
替
わ
り
で
演
奏
す
る
「
森
の
音

楽
会
」
も
行
わ
れ
、
会
場
は
町
内
外
か
ら
訪
れ
た
多
く

の
人
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

戦
没
者
を
慰
霊
し
恒
久
平
和
へ
の
誓
い
を
新
た
に

す
る
「
殉
公
者
追
悼
式
」
が
、
６
月

日
、
津
別
町
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平
和
の
碑
広
場
で
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

黙
祷
、
国
歌
斉
唱
に
続
い
て
、
式
典
委
員
長
の
佐

藤
多
一
町
長
が
式
辞
を
述
べ
、「
平
和
は
全
世
界
共
通

の
願
い
で
す
が
、
テ
ロ
行
為
や
紛
争
は
む
し
ろ
拡
大

し
て
い
る
状
況
で
す
。
日
本
は
大
戦
か
ら
学
ん
だ
経

験
を
生
か
し
、
平
和
に
寄
与
す
る
た
め
努
力
を
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
」
と
、
世
界
平
和
の
実
現
を
訴
え

ま
し
た
。

北
海
道
知
事
（
代
読
）、
鹿
中
順
一
町
議
会
議
長
に

よ
る
慰
霊
の
辞
の
後
、
戦
没
者
遺
族
や
来
賓
、
関
係

者
な
ど
が
平
和
の
碑
に
献
花
を
行
い
、
平
和
と
鎮
魂

の
祈
り
を
捧
げ
ま
し
た
。

第

回

ク
リ
ン
ソ
ウ
ま
つ
り
開
催

10
可
憐
な
花
と
楽
し
い
催
し
を
満
喫

世
界
平
和
へ
の
願
い
を
新
た
に

殉
公
者
追
悼
式
が
執
り
行
わ
れ
る

▲クリンソウが咲く散策路を歩く ▲賑わうショッピングモール

▲森の音楽会 瑠璃の会の大正琴演奏 ▲森の音楽会 山鳴太鼓保存会の演奏

地
域
お
こ
し
協
力
隊
ご
紹
介
…
曽
根
そ
ね

一
毅
さ
ん

か
ず
き

※

地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
は
、
総
務
省
の
事
業
で
首
都
圏
等
か
ら
地
域
へ

移
住
し
、
地
域
の
生
活
支
援
や
地
域
活
動
に
協
力
し
、
将
来
は
地
域
で

就
業
ま
た
は
起
業
す
る
こ
と
で
地
域
の
活
性
化
を
目
指
す
も
の
で
す
。

6
月
か
ら
地
域
お
こ
し
協
力

隊
と
し
て
、
相
生
物
産
館
を
中
心

に
活
動
し
て
い
る
曽
根
一
毅
さ

ん
（

歳
）。
旭
川
市
出
身
で
高

35

校
卒
業
後
、
主
に
レ
ス
ト
ラ
ン
な

ど
の
調
理
業
務
に
従
事
し
て
き

ま
し
た
。
特
技
は
弓
道
で
、
旭
川

弓
道
市
民
大
会
で
優
勝
し
た
こ

と
が
あ
る
そ
う
で
す
。

「
こ
れ
ま
で
の
調
理
の
経
験
を

活
か
し
て
、
津
別
の
オ
リ
ジ
ナ
リ

テ
ィ
を
出
せ
る
商
品
提
案
な
ど

を
し
て
い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
」

と
抱
負
を
話
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

６
月

日
、
達
美
の
網
走
川
沿
い

１６

に
、
ヤ
チ
ダ
モ
、
ハ
ル
ニ
レ
な
ど
広

葉
樹
の
苗
木
約
２
２
０
本
が
植
樹
さ

れ
ま
し
た
。
主
催
は
「
網
走
川
流
域

農
業
・
漁
業
連
携
推
進
協
議
会
」
で
、

海
と
大
地
に
関
わ
る
産
業
の
共
存
と

共
生
な
ど
を
目
的
に
、
例
年
実
施
し

て
い
る
も
の
で
す
。

ま
た
今
年
は
、
北
海
道
日
本
ハ
ム

フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
１
７
９
市
町
村
応
援

大
使
の
、
津
別
実
行
委
員
会
も
植
樹

に
参
加
。
こ
ち
ら
は
津
別
町
応
援
大

使
に
選
ば
れ
て
い
る
中
田
翔
、
大
嶋

匠
両
選
手
の
本
塁
打
数
合
計
数
（
６

月

日
現
在
）
に
ち
な
ん
で
、
バ
ッ

１５
ト
材
の
原
料
と
な
る
ア
オ
ダ
モ
の
苗

木

本
を
植
樹
し
ま
し
た
。

２２

フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
応
援
大
使
記
念
植
樹
も

大
地
と
海
を
つ
な
ぐ
植
樹
実
施

住
民
が
住
民
を
支
え
る

新
た
な
社
会
貢
献
活
動

申し込み・問い合わせ先 保健福祉課 地域包括支援センター 緯76－2158

津別町あんしん生活サポートセンター（社会福祉協議会内）緯76－1161

日 時 ８月 8日（土）、８月 9日（日）
８月22日（土）、８月23日（日）
８月29日（土）、８月30日（日）
上記日程の午後１時～午後６時
※9月に地域実習、修了式を予定

場 所 津別町林業研修会館

津
別
町
市
民
後
見
人
養
成
研
修
～
受
講
生
募
集
～

津
別
町
で
は
、
認
知
症
高
齢
者
や
障
が
い
な
ど
に
よ
る
判
断
能
力
が
低
下
し
た
方

に
対
し
て
、
安
心
し
て
住
み
慣
れ
た
地
域
で
生
活
で
き
る
よ
う
「
津
別
町
あ
ん
し
ん

生
活
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
ほ
っ
と
」
を
昨
年

月
、
津
別
町
社
会
福
祉
協
議
会
内
に

１０

設
置
し
ま
し
た
。

「
市
民
後
見
人
」
は
判
断
能
力
が
十
分
で
な
い
方
に
代
わ
っ
て
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の

契
約
や
財
産
管
理
な
ど
の
後
見
活
動
を
行
い
ま
す
。

す
で
に
津
別
町
で
は
、
平
成

年
度
に

人
が
養
成
研
修
を
修
了
し
、
う
ち
３
人

２４

１０

が
市
民
後
見
人
と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。
研
修
で
は
、
成
年
後
見
制
度
の
仕
組
み

や
「
市
民
後
見
人
」
に
必
要
な
心
構
え
、
知
識
、
実
務
な
ど
を
学
び
ま
す
。

今
年
度
下
記
に
よ
り
実
施
す
る
養
成
研
修
に
多
く
の
皆
さ
ん
の
応
募
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

受講料無
料

《

受

講

要

件

》

臼
年
齢

歳
以
上

歳
未
満
の
町
民
の
方
。

２０

７５

渦
成
年
後
見
制
度
及
び
高
齢
者
や
障
が
い
者
に
対
す
る
福
祉
に
理
解
や
熱
意
が
あ
る
方
。

嘘
左
記
の
事
前
説
明
会
に
出
席
し
、
養
成
研
修
の
す
べ
て
の
過
程
を
受
講
で
き
る
見
込
み

が
あ
る
方
。

唄
養
成
研
修
後
、
市
民
後
見
人
と
し
て
活
動
す
る
意
思
が
あ
る
方
。

欝
成
年
後
見
人
等
を
解
任
さ
れ
た
方
や
破
産
者
で
な
い
方
。

《

募

集

期

間

》

平
成

年
７
月
１
日
（
水
）
～
７
月

日
（
火
）

２７

２８

《

応

募

方

法

》

津
別
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
、
津
別
町
あ
ん
し
ん

生
活
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
備
え
付
け
の
「
津
別
町
市
民

後
見
人
養
成
研
修

受
講
申
込
書
」
に
必
要
事
項
を
記

載
し
申
し
込
む
こ
と
。

《

定

員

》

名

※
申
請
書
類
で
選
考
・
決
定
す
る
。

２０

ਘ͈日೾ࡄ଼ူ

日 時 ７月１３日（月）

午後6時30分から

場 所 津別町林業研修会館

（役場隣接）

内 容

講話 「市民が担う後見制度」

講師 弁護士 友澤太郎氏

（北見市ともざわ法律事務所）

市民後見人養成研修の概要

申し込み

下記の申し込み・問い合わせ先

に電話等で申し込みください。

মஜ୰ྶ会͈ٳट


